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1. 私たちについて
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大阪府に本社がある青果物を中心とした流通グループ。年間売上は約350億円。

マンカファーム



2. 東北地方での展開

会社名： 株式会社マンカウィル東北
住 所： 山形県山形市漆山1837番地3
設 立： 2016年2月
事 業： 農産物の販売・農産物の生産など
社員数： 10名（うち農業部門 2名）
代表者： 森 友宏
売 上： 4億円 （2022年度）

【経営理念】
1. 農業の社会的役割を次世代に伝えていきます。
2. 生産者・消費者から信頼され、社会と共に発展していきます。
3. 過去にとらわれず、常に創造し挑戦していきます。
4. 安全安心及び、味と鮮度にこだわり続けていきます。
5. お互い成長し続ける為に、「チームワーク」で活気ある職場を作っていきます。

次世代の農業を承継していくため、2019年から農業生産を開始



現在は山形県内3か所でりんご栽培を実施。
栽培方法は、高密植栽培という栽培方法を採用。
今年から収穫を開始し、以降収穫量が増えていく。

3. 山形県で実施している農業

本社

神町園地＠東根市 45a

荒谷園地＠天童市 20a朝日園地＠朝日町 40a

新規
新規



4. 高密植栽培とは

3m

4m

高密植栽培 慣行栽培（当社経験より）

植栽本数 300～400本/10a
※品種により株間が異なる

200本/1ha

収穫 5年目からがピーク。 10年目からがピーク。

収穫量 6t/10a 2t/10a （売上：¥300,000/10a）

反当売上 ¥900,000/10a（¥150/kg） ¥300,000/10a（¥150/kg）

労働時間 180時間/10a 260時間/10a

技術 習得が簡単
（マニュアル整備中）

習得に時間がかかる（剪定等）

【概要】
欧米を中心に開発された栽培方法。
現在国内では長野県、青森県で特に多く実践され
ている。技術の習得が容易で、収穫量が多く、作業
性がよい事が最大の特徴。
また、南北に棚（トレリス）を立てるため、日当たりが
よく、色づき、味が良くなる。

樹間：60㎝
樹高：3m
畦間：3～4m

【従来栽培との比較表】 ※当社比

※福島県内でも新地町や中通り等で実践されており、気候条件的には津島地区でも実践可能と考えている。



5. 私たちが津島地区で実践したい事

りんごの産地作りを通し地域づくりに貢献していきたい

50ha＝3,000tのりんごを津島で生産し、全国へ出荷
事業概要

産地作り 選果・貯蔵・加工 地元・全国の消費地

全国へ出荷

50ヘクタール
3,000tを生産

選果・加工施設
で商品作り

当社グループのノウハウを活用



6. 当事業活動が津島地区に貢献できる事

生産・加工・流通業での
雇用機会の創出

地域全体の環境を保全し
自然豊かな地域を維持

出荷や販売を通じた
経済循環の活発化

交流人口を増やし
活気ある地域に

経済面

環境面

当社ノウハウを最大限活
用し、津島地区の方たちと
一緒に産地作りをしたい。

人と人のふれあいを通し、り
んご生産を通した新しい産

業作りをしたい。


